
金屋遺跡の第７次調査区（赤丸）と八箇峠道路（南から）

１ 遺跡の概要

金屋遺跡は、南魚沼市余川字道上ほ

かに所在し、国道253号八箇峠道路事業

に伴い、発掘調査を実施しています。

遺跡は、魚沼丘陵の東側に位置する独

立丘陵の東裾部、庄之又川によって形

成された標高約192ｍの扇状地上に立地

しています。

金屋遺跡の発掘調査は、1982（昭和57）年に関越自動車道建設に伴って初めて行われ、古墳

時代・平安時代の集落が営まれていたことが明らかにされています。八箇峠道路の範囲では、

平安時代（９～11世紀）の遺構・遺物が見つかり、遺物内容から地域における有力な人物の関与

が想定されています。また墨書土器・刻書土器が多く出土することでも注目されます。

令和５年度は第７次調査となり、八箇峠道路に係る調査としては５回目になります。調査区

は大きく３か所（R5①～③区）に分かれ、当初の調査対象面積は延べ 2,556㎡です。

２ 第７次調査の遺構・遺物

第７次調査で現在までに調査した遺構は、竪穴建物９基、掘立柱建物２基、井戸１基、土坑

28基、土師器焼成遺構１基、溝・畑作溝63条、柱穴323基、性格不明遺構２基などがあります。

竪穴建物は、全形が把握できるものが少ないのですが、平面形状は方形に近く、一辺が４ｍ前

後と考えられます。地面を掘り込んだ後に、灰白色系の土を入れて床面（貼床）としたものが多

くあります。底面の凹凸の解消を目的に、厚さを調整していたようです。カマドは南壁または

西壁の隅寄りに、一部が屋外へ出る形で造られています。R5③区の竪穴建物（写真⑦）は、東北

地方に多く認められる煙道を長く造る建物です。床面規模が約3.3m×2.6m、深さが約60cmに

なります。魚野川流域で古代の竪穴建物の調査事例は少なく、重要な成果が得られています。

井戸（写真⑤）はR5②区で見つかりました。金屋遺跡では初例となります。残念ながら底面ま

で調査できませんが、途中までの堆積状況で素掘りの井戸と考えられます。土師器焼成遺構

（写真⑩）はR5①区で見つかりました。火気を取り扱うためか、竪穴建物群から離れて位置しま

す。南側の壁面が被熱で硬化しているので、「奥壁」と呼ばれる部分になります。
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遺物は、須恵器（杯蓋・有台杯・無台杯・甕・長頸壺・横瓶など）・土師器（無台椀・小甕

など）・黒色土器（椀など）・勾玉・刀子・鉄滓などが出土しました。器類以外の遺物が非常

に少ない印象です。遺物の時期は９世紀（平安時代）が中心ですが、８世紀末葉（奈良時代）にさ

かのぼる遺物もあります。墨書土器や刻書土器は、現段階で１点のみで、２字「□女」(人名)の

可能性があります。今までの調査でも「女」字が最も多く記されています。勾玉が古代集落か

ら出土することは非常に少なく、有力者が関与する遺跡である可能性がさらに高まりました。

３ まとめ

金屋遺跡はこれまでの調査成果を踏まえて、平安時代における魚沼地域の拠点的な遺跡の一

つと考えられます。徐々に集落景観が明らかになり、当時の社会を知るうえで重要な成果をあ

げています。近隣には県指定史跡の蟻子山古墳群・飯綱山古墳群のほか、古墳時代・古代の大

規模遺跡が多数あることから、当地は古墳時代から古代の要衝であったと考えられます。

写真⑨ 竪穴建物(SX 3486)
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かな や

はっかとうげ

うおぬまきゅうりょう

しょうのまた

せんじょうち

かんえつ

ぼくしょ こくしょ

たてあなたてもの ほったてばしらたてもの いど どこう

はじき しょうせいいこう みぞ はたさくみぞ はしらあな せいかくふめいいこう

うおのがわりゅういき

おくへき

すえき つきふた ゆうだいつき むだいつき かめ ちょうけいつぼ よこべい はじき むだいわん こがめ

まがたまこくしょくどき とうす てっさい うつわるい

ぼくしょどき こくしょどき

きょてんてき

いいづなやまありごやま

ようしょう

ひだすき

てんようけん すみ よ

えんどう

す ぼ

か き

「
□
女
」

はりゆかゆかめん



写真① R5①区 竪穴建物(SI 3940) 写真② R5①区 竪穴建物(SI 3940) 南壁カマド

写真③ R5①区 外溝付き竪穴建物(SI 3930) 写真④ R5①区 竪穴建物(SI 3920)

写真⑤ R5②区 井戸(SE 4200)の遺物出土状況 写真⑥ R5②区 土石流下の柱穴・畑作溝（白線部）

写真⑦ R5③区 竪穴建物(SI 4310)
床面：南北3.3ｍ、東西2.6ｍ。深さ：約0.6ｍ。

写真⑧ R5③区 土師器小甕付き土坑(SK4340)
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